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今
定
例
月
議
会
最
終
日
の
９
月

30
日
に
意
見
書
案
４
件
に
つ
い
て

審
議
さ
れ
、
す
べ
て
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

◎
定
数
改
善
計
画
の
早
期
策
定
・

実
施
と
義
務
教
育
費
国
庫
負
担

制
度
の
堅
持
及
び
拡
充
を
求
め

る
意
見
書

　

意
見
書
提
出
先

　

内
閣
総
理
大
臣
他
３
大
臣

◎
愛
知
県
の
私
学
助
成
の
増
額
と

拡
充
に
関
す
る
意
見
書

　

意
見
書
提
出
先

愛
知
県
知
事

◎
国
の
私
学
助
成
の
増
額
と
拡
充

に
関
す
る
意
見
書

　

意
見
書
提
出
先

内
閣
総
理
大
臣
他
３
大
臣

◎
「
地
方
税
財
源
の
充
実
確
保
」

を
求
め
る
意
見
書

　

意
見
書
提
出
先

内
閣
総
理
大
臣
他
４
大
臣

◎
国
に
対
し
「
現
段
階
で
の
消
費

税
の
増
税
は
中
止
す
る
こ
と
を

求
め
る
意
見
書
」
の
提
出
を
求

め
る
請
願

　
　

平
成
25
年
９
月
30
日

　
　
　

不
採
択

◎
定
数
改
善
計
画
の
早
期
策
定
・

実
施
と
義
務
教
育
費
国
庫
負
担

制
度
の
堅
持
及
び
拡
充
を
求
め

る
陳
情

　
　

平
成
25
年
９
月
30
日

　
　
　

採　

択

◎
愛
知
県
の
私
学
助
成
の
拡
充
に

関
す
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め

る
陳
情

　
　

平
成
25
年
９
月
30
日

　
　
　

採　

択

◎
国
の
私
学
助
成
の
拡
充
に
関
す

る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳

情

　
　

平
成
25
年
９
月
30
日

　
　
　

採　

択

　

９
月
定
例
月
議
会
は
、
平
成
25
年
８
月
27
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の
35
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ

れ
、
平
成
24
年
度
の
各
会
計
決
算
の
認
定
議
案
９
件
、
議
案
14
件
、
請
願
１
件
、
陳
情
３
件
の
ほ

か
、
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
動
議
１
件
、
決
議
案
５
件
、
意
見
書
案
４
件
な
ど
を
審
議
し
ま
し
た
。

提
出
さ
れ
た
議
案

決
ま
っ
た
主
な
こ
と
が
ら

議
　
案

番
　
号

件
　
　
　
　
　
　
名

議
決
状
況

可
否
決
の
別

賛
成

認
定
議
案

　
　
　

１

平
成
24
年
度
豊
明
市
一
般
会
計
歳
入
歳

出
決
算
認
定

9
・
30　

認
定

17

認
定
議
案

　
　
　

２

平
成
24
年
度
豊
明
市
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

9
・
30　

認
定

17

認
定
議
案

　
　
　

３

平
成
24
年
度
豊
明
市
下
水
道
事
業
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

9
・
30　

認
定

18

認
定
議
案

　
　
　

４

平
成
24
年
度
豊
明
市
土
地
取
得
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

9
・
30　

認
定

18

認
定
議
案

　
　
　

５

平
成
24
年
度
豊
明
市
墓
園
事
業
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

9
・
30　

認
定

18

認
定
議
案

　
　
　

６

平
成
24
年
度
豊
明
市
農
村
集
落
家
庭
排

水
施
設
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

9
・
30　

認
定

18

認
定
議
案

　
　
　

７

平
成
24
年
度
豊
明
市
有
料
駐
車
場
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

9
・
30　

認
定

18

認
定
議
案

　
　
　

８

平
成
24
年
度
豊
明
市
介
護
保
険
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

9
・
30　

認
定

17

認
定
議
案

　
　
　

９

平
成
24
年
度
豊
明
市
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

9
・
30　

認
定

17

議
案　

45

工
事
請
負
契
約
の
締
結
（
庁
舎
耐
震
補

強
等
工
事
）

9
・
30　

可
決

19

議
案　

46

工
事
請
負
契
約
の
締
結
（
福
祉
体
育
館

耐
震
改
修
工
事
）

9
・
30　

可
決

19

議
案　

47

豊
明
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
者

の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

9
・
30　

可
決

19

議
案　

48

豊
明
市
税
条
例
の
一
部
改
正

9
・
30　

可
決

19

意

見

書

請

願

陳

　

情
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議
案　

49

豊
明
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

改
正

9
・
30　

可
決

19

議
案　

50

豊
明
市
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

9
・
30　

可
決

19

議
案　

51

豊
明
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

9
・
30　

可
決

19

議
案　

52

豊
明
市
農
村
集
落
家
庭
排
水
施
設
事
業

受
益
者
分
担
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正

9
・
30　

可
決

19

議
案　

53

豊
明
市
公
共
下
水
道
事
業
区
域
外
流
入

受
益
者
分
担
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正

9
・
30　

可
決

19

議
案　

54

豊
明
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部
改
正

9
・
30　

可
決

19

議
案　

55

平
成
25
年
度
豊
明
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
）

9
・
30　

可
決

19

議
案　

56

平
成
25
年
度
豊
明
市
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

9
・
30　

可
決

19

議
案　

57

平
成
25
年
度
豊
明
市
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

9
・
30　

可
決

19

議
案　

58

平
成
25
年
度
豊
明
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
４
号
）

9
・
30　

可
決

19

報
告　

11

健
全
化
判
断
比
率
の
報
告

8
・
27　

報
告

―

意
見
書
案

　
　
　

１

定
数
改
善
計
画
の
早
期
策
定
・
実
施
と

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
及

び
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

9
・
30　

可
決

19

意
見
書
案

　
　
　

２

愛
知
県
の
私
学
助
成
の
増
額
と
拡
充
に

関
す
る
意
見
書

9
・
30　

可
決

19

意
見
書
案

　
　
　

３

国
の
私
学
助
成
の
増
額
と
拡
充
に
関
す

る
意
見
書

9
・
30　

可
決

19

意
見
書
案

　
　
　

４
「
地
方
税
財
源
の
充
実
確
保
」
を
求
め

る
意
見
書

9
・
30　

可
決

18

平成 24年度会計別歳入歳出決算状況

１ 各会計決算総括表� 単位（千円，％）

会 計 名
歳入 歳出

差引残額
収入済額 予算比率 支出済額 予算比率

一 般 会 計 19,293,567� 100.4 17,903,679� 93.2 1,389,888�

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 6,933,327� 98.1 6,652,660� 94.2 280,667�
下 水 道 事 業 1,472,297� 96.8 1,427,258� 93.9 45,039�
土 地 取 得 19,667� 98.7 19,667� 98.7 0�
墓 園 事 業 53,482� 168.2 28,337� 89.1 25,145�
農村集落家庭排水施設 81,732� 105.9 68,386� 88.6 13,346�
有 料 駐 車 場 事 業 56,769� 97.4 54,696� 93.8 2,073�
介 護 保 険 3,489,859 99.9 3,388,451� 97.0 101,408�
後 期 高 齢 者 医 療 682,782� 92.9 676,168� 92.0 6,614�
小  計 12,789,915� 98.4 12,315,623� 94.7 474,292�
合  　 　 　 計 32,083,482� 99.6 30,219,302� 93.8 1,864,180�

※数値については、決算書において端数処理された｢実質収支に関する調書」から転記したものである。

２  一般会計決算収支状況の推移� 単位（千円，％）

区   分
平成22年度 平成23年度 平成24年度

金　　額 前年比 金　　額 前年比 金　　額 前年比
歳 入 決 算 額 18,921,115 △�2.1 19,163,503 1.3 19,293,567 0.7
歳 出 決 算 額 18,161,190 △�2.2 17,986,698 △�1.0 17,903,679 △�0.5
歳 入 歳 出 差 引 残 額 759,925 0.7 1,176,805 54.9 1,389,888 18.1
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議案等の審議結果
（全会一致でない議案等の賛否）� ○：賛成　×：反対　趣：趣旨採択　除：除斥　公：公務欠席

議案等番号

会　　　派　　　名 市　政　会 市政改革の会 公明党市議団 −

　
　　　　　　　　　　議　　員　　名

　　件　　名

川
上
　
　
裕

毛
受

明
宏

近
藤

郁
子

三
浦

桂
司

平
野
　
龍
司

平
野
　
敬
祐

村
山

金
敏

安
井

明

月
岡

修
一

堀
田
　
勝
司

伊
藤
　
　
清

藤
江
真
理
子

早
川

直
彦

山
盛
左
千
江

近
藤

千
鶴

一
色
美
智
子

近
藤

善
人

近
藤
　
惠
子

杉
浦

光
男

前
山
美
恵
子

認定議案１ 平成24年度豊明市一般会計歳入歳出決算認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 公 ○ ○ ○

議
　
　
　
長

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
認定議案２ 平成24年度豊明市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 公 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
認定議案３ 平成24年度豊明市下水道事業特別会計歳入歳出決算認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 公 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定議案４ 平成24年度豊明市土地取得特別会計歳入歳出決算認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 公 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定議案５ 平成24年度豊明市墓園事業特別会計歳入歳出決算認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 公 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定議案６ 平成24年度豊明市農村集落家庭排水施設特別会計歳入歳出決算認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 公 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定議案７ 平成24年度豊明市有料駐車場事業特別会計歳入歳出決算認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 公 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定議案８ 平成24年度豊明市介護保険特別会計歳入歳出決算認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 公 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
認定議案９ 平成24年度豊明市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 公 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
意見書案４ 「地方税財源の充実確保」を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
決議案５ 山盛左千江議員に対する議員辞職勧告決議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 除 ○ ○ × × ○ ○

決議案６ 近藤善人議員に対する問責決議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ 除 × ○ ○

決議案７ 近藤惠子議員に対する問責決議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ × 除 ○ ○

決議案８ 藤江真理子議員に対する問責決議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 除 × × ○ ○ × × ○ ○

決議案９ 早川直彦議員に対する問責決議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 除 × ○ ○ × × ○ ○

動 議 ２ 近藤惠子議員に対する懲罰動議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ × 除 × ○

請 願 １ 国に対し「現段階での消費税の増税は中止す
ることを求める意見書」の提出を求める請願 × × × × × × × × × × 趣 趣 趣 × × × ○ ○ ○

陳 情 ２ 定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費
国庫負担制度の堅持及び拡充を求める陳情 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 公 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

陳 情 ３ 愛知県の私学助成の拡充に関する意見書の提出を求める陳情 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 公 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

陳 情 ４ 国の私学助成の拡充に関する意見書の提出を求める陳情 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 公 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

決
議
案
５

山
盛
左
千
江
議
員
に
対
す
る
議
員
辞
職

勧
告
決
議

9
・
26　

可
決

14

決
議
案
６

近
藤
善
人
議
員
に
対
す
る
問
責
決
議

9
・
26　

可
決

14

決
議
案
７

近
藤
惠
子
議
員
に
対
す
る
問
責
決
議

9
・
26　

可
決

14

決
議
案
８

藤
江
真
理
子
議
員
に
対
す
る
問
責
決
議

9
・
26　

可
決

14

決
議
案
９

早
川
直
彦
議
員
に
対
す
る
問
責
決
議

9
・
26　

可
決

14

動
議　

２

近
藤
惠
子
議
員
に
対
す
る
懲
罰
動
議

9
・
30　

可
決

13

請
願　

１

国
に
対
し
「
現
段
階
で
の
消
費
税
の
増

税
は
中
止
す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見

書
」
の
提
出
を
求
め
る
請
願

9
・
30

　
　
　

不
採
択
賛
成
３

趣
旨
３

採
択　

陳
情　

２

定
数
改
善
計
画
の
早
期
策
定
・
実
施
と

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
及

び
拡
充
を
求
め
る
陳
情

9
・
30　

採
択

18

陳
情　

３

愛
知
県
の
私
学
助
成
の
拡
充
に
関
す
る

意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情

9
・
30　

採
択

18

陳
情　

４

国
の
私
学
助
成
の
拡
充
に
関
す
る
意
見

書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情

9
・
30　

採
択

18
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平
成
24
年
度
の
一
般
会
計
、

特
別
会
計
、
歳
入
総
額
は
３
２

０
億
８
３
０
０
万
余
に
対
し
て

歳
出
総
額
は
３
０
２
億
１
９
０

０
万
余
と
、
堅
調
な
財
源
を
思

わ
せ
る
が
、
固
定
資
産
税
の
減

額
や
「
国
、
県
」
の
支
出
金
の

減
額
等
は
将
来
的
に
も
厳
し
い

財
政
が
続
く
こ
と
を
予
感
さ
せ

る
。
今
般
の
健
全
な
財
政
運
営

は
、
市
職
員
の
努
力
を
評
価
し

た
い
。
現
在
の
予
算
書
や
決
算

書
は
、
貸
借
対
照
表
を
用
い
た

企
業
会
計
の
手
法
に
改
め
る
べ

き
で
あ
る
。

　

総
務
費
の
職
員
の
自
主
研
修

費
は
職
員
の
自
主
的
な
意
欲
が

顕
著
に
う
か
が
え
る
。
広
報
費

の
決
算
額
は
自
主
財
源
の
確
保

が
主
た
る
要
因
だ
と
し
た
ら
評

価
に
値
す
る
。
企
画
費
や
事
業

仕
分
け
費
は
特
に
再
考
を
求
め

る
。
市
民
活
動
費
は
貸
し
出
し

の
増
加
を
期
待
す
る
。
保
育
園

費
は
職
員
数
の
確
保
は
緊
急
の

課
題
で
あ
り
臨
職
の
報
酬
に
つ

い
て
も
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

　

平
成
24
年
度
は
、
石
川
市
長

の
初
予
算
で
「
市
民
の
負
担
軽

減
」
「
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ

く
り
」
「
市
民
参
加
と
人
づ
く

り
」
等
、
石
川
市
政
が
本
格
稼

働
を
始
め
た
年
で
し
た
。
「
財

源
を
つ
く
る
」
で
は
、
人
件
費

約
１
億
９
千
万
円
、
入
札
改
革

約
７
千
万
円
を
削
減
、
納
税
率

向
上
に
よ
る
財
源
確
保
な
ど
、

多
く
の
結
果
を
出
し
ま
し
た
。

　

財
政
運
営
で
は
、
最
低
レ
ベ

ル
の
基
金
を
２
年
連
続
で
積
み

増
し
15
億
円
超
を
達
成
さ
れ
、

よ
う
や
く
芽
生
え
た
節
約
ム
ー

ド
を
評
価
し
ま
す
。

　

事
業
仕
分
け
に
つ
い
て
は
、

議
会
の
一
部
に
「
仕
分
け
＝
事

業
廃
止
」
と
の
誤
解
や
抵
抗
感

が
あ
り
、
そ
う
し
た
こ
と
が
仕

分
け
と
財
源
確
保
の
距
離
を
取

ら
せ
た
と
見
て
い
ま
す
。

　

市
債
（
借
金
）
残
高
は
約
２

１
８
億
円
で
、
昨
年
よ
り
５
億

７
千
万
円
減
少
し
た
も
の
の
、

減
少
率
は
鈍
化
し
て
い
ま
す
。

市
債
の
内
の
臨
時
財
政
対
策
債

土
木
費
は
桜
ヶ
丘
沓
掛
線
の
着

工
に
向
け
て
の
努
力
は
評
価
し

た
い
。
今
後
の
事
業
の
進
捗
を

期
待
す
る
。

　

教
育
費
は
長
年
豊
根
村
に
お

世
話
に
な
っ
て
い
る
「
豊
明
市

野
外
教
育
セ
ン
タ
ー
」
の
存
在

価
値
と
、
豊
根
村
と
の
自
治
体

交
流
を
通
じ
た
歴
史
的
な
背
景

を
振
り
返
り
、
重
要
な
位
置
づ

け
を
再
認
識
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
老
朽
化
し
た
宿
泊
施
設
の

建
て
替
え
や
、
浄
化
槽
の
取
り

換
え
工
事
は
早
急
に
豊
根
村
と

協
議
を
図
る
と
と
も
に
「
国
」

の
補
助
金
が
活
用
で
き
る
よ
う

に
手
立
て
を
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
つ
く
し
ク
ラ
ブ
の
事
業
に

関
し
て
は
今
後
も
温
か
い
視
点

で
見
守
っ
て
行
き
た
い
。

　

特
別
会
計
は
予
算
執
行
が
適

切
に
行
わ
れ
て
い
る
と
認
め
ら

れ
る
の
で
24
年
度
の
歳
入
歳
出

決
算
に
賛
成
と
い
た
し
ま
す
。

（
家
庭
で
い
え
ば
生
活
費
不
足

を
埋
め
る
借
金
）
残
高
は
76
億

７
７
０
０
万
円
で
、
一
般
会
計

市
債
残
高
の
６
割
に
達
し
て
い

ま
す
。

　

市
民
の
暮
ら
し
に
目
を
や
れ

ば
、
長
期
に
わ
た
っ
た
不
況
の

爪
あ
と
が
今
な
お
残
り
、
扶
養

控
除
廃
止
な
ど
の
国
の
税
制
改

正
が
市
民
負
担
に
追
い
打
ち
を

か
け
ま
し
た
。
企
業
は
息
を
吹

き
返
し
た
感
は
あ
り
ま
す
が
、

労
働
者
が
そ
の
恩
恵
に
あ
ず
か

れ
る
の
は
先
で
す
。
低
所
得
者

や
子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
は
待

っ
た
な
し
の
状
況
が
続
い
て
い

ま
す
。

　

市
役
所
内
に
で
き
な
い
理
由

を
探
す
、
前
年
踏
襲
に
流
さ
れ

る
姿
が
残
っ
て
い
る
の
も
確
か

で
す
。
人
口
減
少
社
会
の
到
来
、

老
朽
化
し
た
公
共
施
設
の
更
新

な
ど
、
難
問
を
抱
え
る
本
市
。

今
ま
で
ど
お
り
を
打
ち
破
る
、

思
い
切
っ
た
変
革
を
期
待
し
ま

す
。

（議会の最終日に各会派等の意見を

代表して賛成・反対討論を行いま

した。）討 論
◆ 

市
政
会 

◆

◆ 

市
政
改
革
の
会 

◆

平
成
24
年
度
豊
明
市
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て

平
成
24
年
度
決
算
「
財
政
運
営
は
評
価
す
る
。
今
後
に
備
え
、
改
革
に
拍
車
を
！
」
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堅
実
な
財
政
運
営
に
よ
っ
て
、

少
し
ず
つ
財
政
状
況
が
好
転
し

て
い
る
の
は
数
値
を
見
て
も
わ

か
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
こ
こ
数

年
の
全
庁
を
挙
げ
た
行
政
の
体

質
改
善
の
成
果
と
評
価
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
し
か
し
、
今

後
の
財
政
運
営
に
つ
い
て
は
、

な
お
不
透
明
な
要
素
も
多
く
、

財
政
構
造
の
弾
力
性
を
示
す
経

常
収
支
比
率
も
84
・
４
％
と
弾

力
性
を
失
い
つ
つ
あ
り
、
財
政

力
指
数
は
０
・
89
と
依
然
と
し

て
財
政
力
が
弱
い
こ
と
を
示
し

て
い
ま
す
。
負
債
の
全
貌
や
基

金
の
現
状
を
顧
み
れ
ば
、
現
実

に
財
政
状
況
が
良
い
状
況
と
は

言
え
ま
せ
ん
。
更
な
る
財
政
健

全
化
の
た
め
、
臨
時
財
政
対
策

債
へ
の
依
存
を
弱
め
る
こ
と
、

同
時
に
基
金
へ
の
積
み
立
て
を

増
や
す
こ
と
が
必
要
で
す
。
消

費
税
増
税
に
よ
る
消
費
の
落
ち

込
み
で
景
気
の
後
退
も
考
え
ら

れ
ま
す
。
今
後
は
、
国
の
動
向

を
注
視
し
つ
つ
、
多
様
化
す
る

市
民
の
行
政
ニ
ー
ズ
に
的
確
に

対
応
し
、
こ
れ
ま
で
の
行
財
政

改
革
に
よ
る
成
果
を
生
か
す
中

で
、
改
革
の
流
れ
を
止
め
る
こ

と
な
く
限
ら
れ
た
財
源
で
最
大

の
効
果
を
上
げ
る
さ
ら
な
る
努

力
を
望
む
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

税
収
は
前
年
度
よ
り
微
増
だ

が
、
納
税
か
ら
市
民
生
活
は
苦

し
く
、
市
内
の
中
小
業
者
で
は

約
８
割
が
赤
字
で
経
営
は
苦
し

い
の
が
う
か
が
え
る
。
市
民
生

活
を
支
え
る
施
策
が
必
要
で
あ

り
な
が
ら
、
子
育
て
世
代
に
は

年
少
扶
養
控
除
廃
止
、
子
ど
も

手
当
や
児
童
扶
養
手
当
の
減
額

な
ど
の
負
担
増
で
追
い
打
ち
を

か
け
た
。
ま
た
、
２
年
目
の
地

方
税
滞
納
整
理
機
構
で
税
の
強

制
的
な
取
り
立
て
を
し
て
市
民

を
苦
し
め
た
。

★
業
務
が
増
大
し
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
大
幅
な
職
員
削

減
と
健
康
福
祉
部
等
２
部
長
を

廃
止
し
、
市
民
の
暮
ら
し
を
支

え
る
体
制
を
混
乱
さ
せ
た
市
長

の
責
任
は
大
。
正
職
員
の
代
わ

り
に
臨
時
職
員
が
５
８
０
人
に

な
り
、
そ
の
82
％
が
年
収
２
０

０
万
円
以
下
の
ワ
ー
キ
ン
グ
プ

ア
は
重
大
な
問
題
。
消
防
職
員

の
削
減
で
増
大
す
る
救
急
要
請

に
対
処
で
き
る
か
心
配
さ
れ
る
。

★
高
す
ぎ
る
国
保
税
で
約
３
分

の
１
の
滞
納
者
が
発
生
。
保
険

証
の
窓
口
留
め
置
き
も
存
在
し

皆
保
険
制
度
を
崩
す
も
の
で
あ

り
、
負
担
金
を
削
減
し
た
国
の

責
任
は
大
。
介
護
保
険
は
保
険

料
を
払
っ
て
も
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
な
い
介
護
難
民
の
存
在

は
問
題
。

◆ 

絆 

◆

◆ 

日
本
共
産
党 

◆

平
成
24
年
度
豊
明
市
一
般
会
計
・
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
賛
成

24
年
度
決
算
・
不
況
で
苦
し
い
市
民
や
中
小

業
者
、
子
育
て
世
代
に
は
増
税
で
追
い
打
ち

　

一
般
会
計
・
特
別
会
計
の
合

計
の
歳
入
は
３
２
０
億
８
３
４

８
万
円
余
、
歳
出
は
３
０
２
億

１
９
３
０
万
円
余
、
差
引
残
高

18
億
６
４
１
８
万
円
余
、
実
質

収
支
額
17
億
４
１
４
４
万
円
余
、

全
て
の
会
計
で
実
質
収
支
が
黒

字
と
な
っ
て
お
り
当
局
の
努
力

の
跡
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
予
算
に
お
い
て

重
点
的
な
要
望
を
い
た
し
ま
し

た
、
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
予

防
接
種
助
成
や
介
護
支
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
制
度
、
24

時
間
在
宅
支
援
モ
デ
ル
事
業
な

ど
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

保
育
園
に
つ
い
て
は
保
育
環

境
の
安
全
確
保
の
た
め
、
空
調

設
備
の
設
置
工
事
を
順
次
進
め

ら
れ
ま
し
た
が
、
学
校
を
含
め

昨
今
の
猛
暑
対
策
は
喫
緊
に
解

決
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

全
て
の
事
業
は
市
民
サ
ー
ビ

ス
、
市
民
の
福
祉
の
向
上
を
図

る
も
の
で
あ
っ
た
と
理
解
し
て

い
ま
す
。

　

ま
す
ま
す
財
政
状
況
は
厳
し

い
も
の
と
な
り
ま
す
が
、
新
年

度
予
算
編
成
に
お
い
て
は
本
決

算
状
況
を
十
分
検
証
さ
れ
既
存

事
業
の
見
直
し
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
た
い
と
要
望
を
い
た

し
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
に
つ
い
て
は
５
９
９
０
万

円
を
補
正
増
す
る
も
の
で
あ
り
、

心
身
障
が
い
児
通
所
・
居
宅
サ

ー
ビ
ス
事
業
費
は
通
所
施
設
の

増
加
や
利
用
頻
度
の
増
に
よ
る

も
の
で
あ
り
、
引
き
続
き
利
用

者
の
方
々
の
視
点
に
立
っ
た
事

業
の
推
進
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

福
祉
体
育
館
ア
リ
ー
ナ
照
明
更

新
工
事
費
は
体
育
館
全
体
の
長

寿
命
化
対
策
を
さ
れ
、
防
災
拠

点
と
し
て
地
域
住
民
に
応
え
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

沓
掛
小
学
校
の
放
課
後
子
ど

も
教
室
開
設
の
工
事
費
は
、
目

的
に
か
な
っ
た
実
績
と
な
る
よ

う
、
指
導
、
進
行
管
理
、
検
証

を
怠
る
こ
と
の
な
い
よ
う
求
め

て
賛
成
と
い
た
し
ま
す
。

◆ 

公
明
党
市
議
団 

◆

平
成
24
年
度
決
算
認
定
・
平
成
25
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
賛
成
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産
業
振
興
に
関
し
て
述
べ
た

い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
予
算

の
時
か
ら
も
っ
と
何
ら
か
の
施

策
の
必
要
性
を
訴
え
て
き
た
。

　

例
年
通
り
の
予
算
が
執
行
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
は
、
市

民
は
市
が
活
性
化
し
て
い
る
と

実
感
し
て
い
な
い
。
予
算
が
足

り
な
い
の
か
、
使
い
方
に
問
題

が
あ
る
の
か
考
え
る
必
要
が
あ

る
。

　

今
ま
で
の
事
業
の
内
容
は
も

ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
観
光
費
な

ら
、
ど
の
ぐ
ら
い
観
光
客
が
増

え
た
か
、
商
工
費
な
ら
商
店
の

売
り
上
げ
や
工
業
生
産
額
、
農

業
出
荷
額
が
ど
の
程
度
増
加
し

た
か
、
そ
こ
も
評
価
の
対
象
に

す
べ
き
だ
ろ
う
。

　

市
長
は
「
市
の
誇
れ
る
も

の
」
と
よ
く
口
に
さ
れ
る
が
、

探
す
の
で
は
な
く
、
何
か
を
作

り
出
し
て
い
く
こ
と
を
考
え
て

も
よ
い
時
期
に
な
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。

　

豊
明
市
で
は
、
事
業
評
価
の

公
表
が
、
決
算
認
定
の
後
に
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
が
改
善
で
き

な
い
か
と
思
う
。
事
業
評
価
が

先
に
示
さ
れ
て
い
れ
ば
、
決
算

の
審
査
内
容
も
充
実
す
る
。
財

政
計
画
を
立
て
た
り
、
政
策
の

決
定
に
も
活
用
で
き
る
と
思
う
。

ぜ
ひ
取
り
組
ん
で
欲
し
い
。

◆ 

か
け
は
し 

◆

平
成
24
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
認
定

に
つ
い
て

が
提
出
さ
れ
、
本
会
議
に
お
い
て
、

提
案
理
由
の
説
明
の
後
、
弁
明
、

討
論
、
採
決
が
行
わ
れ
、
全
て
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

議
員
辞
職
勧
告
決
議

　

山
盛
左
千
江
議
員
ら
市
政
改
革

の
会
と
絆
会
派
議
員
は
平
成
23
年

度
の
政
務
調
査
費
を
使
用
し
た
伊

賀
市
へ
の
視
察
に
お
い
て
、
本
来

行
政
視
察
の
交
通
手
段
は
公
共
交

通
機
関
に
よ
る
も
の
と
し
た
、
豊

明
市
議
会
政
務
調
査
費
運
用
に
反

し
自
家
用
車
で
乗
り
合
わ
せ
、
そ

の
行
政
視
察
の
申
請
、
報
告
は
交

通
費
を
電
車
代
な
ど
で
精
算
し
た
。

不
信
感
を
持
っ
た
市
民
に
住
民
監

査
請
求
さ
れ
、
受
理
さ
れ
た
当
初

は
、
新
聞
報
道
な
ど
の
取
材
に
電

車
利
用
を
説
明
し
「
不
適
切
な
申

請
は
一
切
な
い
」
「
夜
間
の
移
動

で
、
乗
車
駅
名
が
あ
い
ま
い
で
あ

っ
た
た
め
念
の
た
め
過
大
申
告
に

な
ら
な
い
よ
う
短
く
申
請
し
た
」

「
ル
ー
ル
上
認
め
ら
れ
て
い
る
」

な
ど
と
虚
偽
の
説
明
を
し
た
が
、

監
査
委
員
に
よ
る
調
査
が
始
ま
る

や
い
な
や
、
一
転
、
自
家
用
車
使

用
を
認
め
、
謝
罪
し
政
務
調
査
費

の
返
還
な
ど
の
申
し
入
れ
を
し
、

事
態
の
鎮
静
化
を
図
る
か
に
見
え

た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
政
務
調
査
費

　

９
月
26
日
の
本
会
議
休
憩
中
に

豊
明
市
議
会
議
員
政
治
倫
理
調
査

特
別
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
月
岡

修
一
委
員
長
よ
り
中
間
報
告
書
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
、

決
議
案
第
５
号
山
盛
左
千
江
議
員

に
対
す
る
議
員
辞
職
勧
告
決
議
、

決
議
案
第
６
号
近
藤
善
人
議
員
に

対
す
る
問
責
決
議
、
決
議
案
第
７

号
近
藤
惠
子
議
員
に
対
す
る
問
責

決
議
、
決
議
案
第
８
号
藤
江
真
理

子
議
員
に
対
す
る
問
責
決
議
、
決

議
案
第
９
号
早
川
直
彦
議
員
に
対

す
る
問
責
決
議
の
５
件
の
決
議
案

の
ル
ー
ル
を
理
解
し
て
い
る
か
の

よ
う
に
思
え
た
山
盛
左
千
江
議
員

ら
は
、
住
民
監
査
の
結
果
な
ど
に

不
服
を
唱
え
、
ま
た
、
豊
明
市
議

会
の
政
務
調
査
費
の
運
用
に
異
論

を
唱
え
始
め
、
混
乱
の
中
に
政
治

倫
理
調
査
特
別
委
員
会
は
、
本
日

中
間
報
告
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。

政
務
調
査
費
の
運
用
は
住
民
の
監

視
意
識
も
高
く
、
当
市
議
会
と
し

て
も
厳
密
な
運
営
に
臨
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
こ
に
不
正
を

働
き
、
虚
偽
の
説
明
を
繰
り
返
し
、

い
っ
た
ん
は
謝
罪
を
し
た
も
の
の

会
派
で
発
行
す
る
市
政
改
革
の
会

と
か
け
は
し
合
同
の
会
報
な
ど
で

身
勝
手
な
意
見
を
掲
載
し
豊
明
市

議
会
の
政
務
調
査
費
運
用
が
間
違

っ
て
い
る
か
の
よ
う
な
、
と
ん
で

も
な
い
暴
挙
を
繰
り
返
し
始
め
た

山
盛
左
千
江
議
員
ら
に
当
市
議
会

は
格
別
の
意
思
表
示
を
せ
ね
ば
な

ら
な
い
。

　

刑
事
告
発
も
さ
れ
、
警
察
の
動

向
も
あ
り
、
説
明
で
き
な
い
と
発

言
す
る
所
属
議
員
も
い
る
中
、
特

別
委
員
会
の
調
査
は
な
か
な
か
、

進
ま
な
い
状
況
で
は
あ
る
が
、
虚

偽
の
説
明
、
い
っ
た
ん
は
謝
罪
し

な
が
ら
も
当
市
議
会
の
政
務
調
査

費
運
用
否
定
な
ど
手
前
勝
手
な
行

動
を
繰
り
返
す
当
時
の
市
政
改
革

の
会
の
代
表
者
と
し
て
の
山
盛
左

千
江
議
員
の
責
任
に
つ
い
て
、
市

民
を
だ
ま
し
、
ま
た
、
そ
れ
を
正

当
化
す
る
と
い
う
誤
解
と
混
乱
を

与
え
た
責
任
は
極
め
て
重
大
で
あ

る
。

　

よ
っ
て
、
本
市
議
会
は
豊
明
市

議
会
の
信
頼
を
大
き
く
失
墜
さ
せ

る
山
盛
左
千
江
議
員
に
辞
職
勧
告

す
る
も
の
で
あ
る
。

　

以
上
、
決
議
す
る
。

　
　
　

平
成
25
年
９
月
26
日

愛
知
県
豊
明
市
議
会

　

９
月
30
日
に
、
９
月
26
日
の
本

会
議
の
討
論
に
お
い
て
地
方
自
治

法
１
３
２
条
に
違
反
す
る
発
言
が

あ
っ
た
と
し
て
、
近
藤
惠
子
議
員

に
対
す
る
懲
罰
動
議
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
懲
罰

特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
審
査

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
審
査
の
後
、

本
会
議
場
に
て
委
員
長
報
告
、
討

論
、
採
決
が
行
わ
れ
、
近
藤
惠
子

議
員
に
陳
謝
の
懲
罰
を
科
す
こ
と

が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

動

議

決

議
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１１月２９日㈮ 本会議（議案上程・提案説明）

１２月　３日㈫ 本会議（一般質問）

１２月　４日㈬ 本会議（一般質問）

１２月　５日㈭ 本会議（一般質問）

１２月　９日㈪ 本会議（議案質疑・委員会付託）

１２月１０日㈫ 総務委員会

１２月１１日㈬ 福祉文教委員会

１２月１２日㈭ 建設消防委員会

１２月２０日㈮ 本会議（委員長報告・討論・採決）

※本会議・委員会とも午前10時より開かれます。　上記は予定のため、変更される場合がありますので、ご了承ください。
　詳しくは、議会事務局へお問い合わせください。　電話　0562−92−1121

・・・１２月定例月議会の開催日程（予定）・・・

７
月

　

22
日　

尾
張
農
業
共
済
事
務
組

合
議
会
臨
時
会

愛
知
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
議
会
臨
時

会

　

23
日　

全
員
協
議
会

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員

会

　

23
～
24
日　

友
好
自
治
体
議
員

合
同
研
修
会（
上
松
町
）

　

24
日　

会
派
会
議

　

25
日　

尾
三
・
十
一
市
議
会
議

長
協
議
会

愛
知
中
部
水
道
企
業
団

議
会
定
例
会

　

26
日　

茨
城
県
ひ
た
ち
な
か
市

議
会
行
政
視
察
来
訪

　

31
日　

静
岡
県
袋
井
市
議
会
行

政
視
察
来
訪

８
月

　

６
日　

広
島
県
安
芸
郡
府
中
町

議
会
行
政
視
察
来
訪

　

８
日　

兵
庫
県
赤
穂
市
議
会
行

政
視
察
来
訪

尾
張
農
業
共
済
事
務
組

合
議
会
定
例
会

　

21
日　

議
会
運
営
委
員
会

正
副
委
員
長
会

豊
明
市
議
会
議
員
政
治

倫
理
調
査
特
別
委
員
会

東
部
知
多
衛
生
組
合
議

会
定
例
会

　

22
日　

愛
知
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
議
会
定
例

会

　

23
日　

全
員
協
議
会

会
派
会
議

　

27
日
～
９
月
30
日　

９
月
定
例

月
議
会

　

27
日　

会
派
会
議

市
長
の
職
権
濫
用
問
題

及
び
農
地
法
違
反
等
調

査
特
別
委
員
会

　

28
日　

会
営
競
馬
場
所
在
都
市

議
会
協
議
会
実
行
運
動

（
東
京
都
）

９
月

　

６
日　

会
派
会
議

　

20
日　

正
副
委
員
長
会

　

24
日　

会
派
会
議

　

25
日　

豊
明
市
議
会
議
員
政
治

倫
理
調
査
特
別
委
員
会

　

26
日　

豊
明
市
議
会
議
員
政
治

倫
理
調
査
特
別
委
員
会

　

30
日　

懲
罰
特
別
委
員
会

全
員
協
議
会

会
派
会
議

10
月

　

１
日
～
２
日　

友
好
自
治
体
議

員
合
同
研
修
会
（
豊
根

村
来
訪
）

　

８
日　

正
副
委
員
長
会

豊
明
市
議
会
議
員
政
治

倫
理
調
査
特
別
委
員
会

　

10
日　

滋
賀
県
長
浜
市
議
会
行

政
視
察
来
訪

　

15
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員

会

議
会
日
誌

※
一
般
質
問
（
個
人
質
問
）
は
、
12
月

１
日
号
に
掲
載
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　豊明市議会は、豊明市議会基本条例に基づき、市民に開かれた市議会を目指し、議会
報告会を開催します。
　皆様のご参加をお待ちしております。

■日時
　平成25年11月８日（金）
　午後６時30分～午後８時30分（午後６時受付開始）

■場所
　文化会館小ホール

■内容
　９月定例月議会の内容を中心に報告

※当日は、直接会場にお越しください。

議会報告会を開催します


